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10. おわりに
　以上のように、39年間を通して様々な授業の改革を行ってきた。授業は勉強する方法として
もっとも効率的なものであると考えているが、教員だけがそう思っていても学生には伝わらない。
学生たちも授業の意義をきちんと理解してこそよい授業となるのである。同じことを繰り返して
いるとたちまち風化してしまう。
　筆者の体験では、新しい試みを行うと、面白いという反応が必ず返ってくる。しかし、同じこ
とをそのまま数年繰り返していくと必ず学生の反応は悪くなる。面倒であっても、その試みの意
義を繰り返し周知させることが必要なのであろう。毎年行っていることという教員側の気のゆる
みを学生は敏感に感じ取るのかもしれない。
　また、教員１人では改善にも限度がある。痛感したことは、補助の人間が欲しいことと資金
が欲しいことであった。１人でやっていては時間がかかりすぎることも、補助がいればスピー
ディーに行うことができる。そうすれば授業の緊張感も維持できる26。
　授業改善はこれからも促進されるであろう。若手の教員の皆さんにはより一層のチャレンジ精
神を望みたい。
26 反転授業でノートのチェックをする場合などそれを痛切に感じた。できれば、ノートをチェックす
るときに質問に答えるのがよい。しかし、１人ではそれも限りがあり、全体で質問がないか求める
ことしかできなかった。全体に問うと手を挙げるものは少ない。また、World Caféで最後のまと
めで意見をパソコンで打ち込むときも、補助が打ち込んでくれれば学生との対話ができて有意義に
なると思った。
